






































































































































































































１．目的 

今後の母子保健事業を効果的、効率的に実施するためには、現在の母子保健事業の実施状

況を明らかにして、その課題を具体的に抽出する必要がある。 

この調査研究では、全国の市町村における母子保健事業のうち、訪問活動と、指導事業に

焦点をあてて、人口規模別ないし、政令市、保健所設置市別にみた訪問と指導事業におけ

る事業の実態を把握することによって、今後の効果的な母子保健システムを検討するため

に不可欠な施策立案の基礎資料を得ることを調査の目的とした。 


